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緒言 超伝導の実用化において臨界電流密度(JC)の向上は重要である。その方法としては、超伝導材料

内に侵入した量子化磁束のピン止めが有効であり、人工ピンをナノロッドの形で導入する技術が研究

されている。しかし、鉄系超伝導体における人工ピンの研究は少なく、特にナノロッドの報告は Co ド

ープした BaFe2As2薄膜中の BaFeO2のみである[1]。FeSe においてもナノロッドにより磁束ピンニング

特性の向上が期待される。本研究では FeSe 薄膜におけるナノロッド導入を行いその構造を評価する。

さらに TC特性を評価しナノロッドが超伝導特性に及ぼす影響を議論する。 

実験方法 パルスレーザー蒸着により FeSe+SrTiO3(STO)薄膜を作製した。FeSe+STO 薄膜の作製では、

FeSe ターゲット上に STO ペレットを取り付け FeSeと STOをアブレーションした。2種類の FeSe ター

ゲット FeSex(x=1.0, 1.2)を用い、STOの面積分率を変化させた。基板は LaAlO3(LAO)、基板温度は 300℃

～600℃とした。作製した試料の配向性や格子定数の評価に X線回折(XRD)、表面状態の評価に走査型

電子顕微鏡(FE-SEM)、STO 分布とナノロッドの形状の評価に透過型電子顕微鏡(TEM)、TC評価に物理

特性測定装置(PPMS)を用いた。 

結果 TEM による断面観察より FeSe マトリックス内に STO に由来すると考えられる柱状コントラス

ト(ナノロッド)が確認できた。FeSeに STOを導入することで数 nmサイズのナノロッドを作製できる

ことが分かった。図に FeSe の STO導入による格子定数の変化を示す。導入する STO 量が増加するに

つれて FeSe の格子定数も大きくなっている。現時点では、抵抗―温度曲線は金属的になるが、超伝導

転移は確認されていない。しかし、FeSe ではひずみが TCに大きく影響することが知られており超伝導

化出来れば本構造による TC制御の可能性が期

待される。成膜条件や組成を変化させ超伝導を

実現した上でひずみが TCに及ぼす影響を議論

する必要がある。 
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Fig. C-axis length as a function of STO content in 

FeSe+STO nanocomposite film  

第79回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2018 名古屋国際会議場 (愛知県名古屋市))20p-143-11 

© 2018年 応用物理学会 10-112 11.2


